
Excel 基礎講座

第8章

Excel関数の基礎

※実際の講座ではアニメーションを利用しております



第8章 Excel関数の基礎

8-1 SUM関数

Excelには、約450種類の関数が用意されてい

ます。

関数を利用すると、複雑な計算式を覚えなく

ても、計算に必要な値を指定するだけで、簡

単に計算結果を求めることができます。



第8章 Excel関数の基礎

8-1 SUM関数

指定範囲内の合計値を求める関数を

｢SUM関数｣といいます。

関数を設定するには、［数式］タブ［関数ライ

ブラリ］の［関数の挿入］をクリックし、「関

数の挿入」ダイアログボックスを表示します。

◼SUM関数



第8章 Excel関数の基礎

8-1 SUM関数

［関数の挿入］ダイアログボックスから

関数の種類を選択します。

［関数の分類］［数学／三角］にある

［SUM関数］を選択して［OK］ボタンをク

リックします。



第8章 Excel関数の基礎

8-1 SUM関数

［関数の引数］ダイアログボックスが表示さ

れます。

［数値１］［数値２］に、合計を求めたい数

値またはセル参照を指定します。

SUM関数を設定しておくと、数値を修正して

も自動反映されます。



第8章 Excel関数の基礎

8-2 VLOOKUP関数

指定されたデータを検索する関数は、

「VLOOKUP関数」です。

「VLOOKUP関数」は指定した範囲の中から

検索条件に一致したデータを検索し、任意の

セルのデータを表示することができます。

◼VLOOKUP関数



第8章 Excel関数の基礎

8-2 VLOOKUP関数

例えば、「商品番号」や｢商品名｣、「単価」

などの商品一覧を用意しておけば、商品番号

を検索値として検索し、商品名や単価を表示

することができます。



第8章 Excel関数の基礎

8-2 VLOOKUP関数

［関数の挿入］ダイアログボックスを表示し、

［関数の分類］［検索/行列］にある

［VLOOKUP関数］を選択して[OK]ボタンを

クリックします。

［関数の引数］ダイアログボックスが開きます。



第8章 Excel関数の基礎

8-2 VLOOKUP関数

［関数の引数］ダイアログボックスでは、

[検索値]やセルの参照した検索対象の[範囲]

を指定します。

商品番号を入力すると、「商品一覧」から

検索結果に一致する「商品名」が表示される

ように設定します。



第8章 Excel関数の基礎

8-2 VLOOKUP関数

検索値
検索する値またはセル参照を指定しま
す。
セルA3に入力した商品番号に対応する
商品名を表示させたいので、「A3」と
セルを選択します

範囲
検索対象の範囲を指定します。
セルG3からI7の範囲の表をドラッグし
て選択します。
範囲の左端の列を検索値に検索します。



第8章 Excel関数の基礎

8-2 VLOOKUP関数

列番号
検索したいデータが入力されている列
番号を指定します。
左端の列を「１」とし、次の列が
「２」になります。商品名を検索した
いので「２」と入力します。

１ 2 3

検索方法
検索方法をTURE（近似値）か
FALSE(完全一致）かで指定します。
今回は、完全一致で「FALSE」と入力
します。



第8章 Excel関数の基礎

8-2 VLOOKUP関数

A3セルに「E001-01」と入力すると、

「商品一覧」から検索結果に一致する「ボー

ルペン」が表示されました。



第8章 Excel関数の基礎

8-3 IF関数

条件を設定し、条件を満たすかどうかで表示

する値を変える「IF関数」があります。

「IF関数」は、指定された条件の判定結果に

より、表示する内容を切り替える関数です。

◼ IF関数



第8章 Excel関数の基礎

8-3 IF関数

例えば、売上個数が

"「65」以上の場合には「達成］”と表示させ、

”「65」未満の場合には「未達成」と表示さ

せる、といったことができます。



第8章 Excel関数の基礎

8-3 IF関数

［関数の挿入］ダイアログボックスを表示し、

［関数の分類］［論理］にある［IF関数］を

選択して［OK］ボタンをクリックします。



第8章 Excel関数の基礎

8-3 IF関数

［関数の引数］ダイアログボックスでは、

［論理式］に判定したい条件を設定します。

［真の場合］［偽の場合］には、その結果が

真の場合、偽の場合に表示する内容を設定し

ます。



第8章 Excel関数の基礎

8-3 IF関数

「論理式」には条件を指定します。条件を満

たすと「TRUE」、満たさないと「FALSE」

になります。

この場合、C３セルの値がF3セルの値以上だと

「TRUE」、未満だと「FALSE」になります。



第8章 Excel関数の基礎

8-4 COUNTIF関数

指定範囲の中に検索条件を満たすセルがいく

つあるかを求める「COUNTIF関数」があり

ます。

検索条件として、文字や、数値を利用するこ

とができます。

◼COUNTIF関数



第8章 Excel関数の基礎

8-4 COUNTIF関数

［関数の挿入］ダイアログボックスを表示し、

[関数の分類]［統計］にある[COUNTIF関数]

を選択して［OK］ボタンをクリックします。



第8章 Excel関数の基礎

8-4 COUNTIF関数

［関数の引数］ダイアログボックスでは、

まず、［範囲］を設定します。

そして［検索条件］に［範囲］のなかからセ

ルを検索するための条件を指定します。



第8章 Excel関数の基礎

8-4 COUNTIF関数

検索条件に数値を設定する場合は、

「>=(以上)」「<=(以下)」などの記号のう

しろに数字を入力します。

「65」以上のセル数を求める場合は、

［検索条件］に「”>=65”」と設定します。



第8章 Excel関数の基礎

8-5 MAX関数・MIN関数

指定範囲の中で最大値を求める｢MAX関数｣

と最小値を求める「MIN関数」があります。

｢MAX関数｣ 「MIN関数」は、文字列、理論

値、空白のセルは無視されます。

◼MAX関数・MIN関数



第8章 Excel関数の基礎

8-5 MAX関数・MIN関数

指定範囲から最大値を求める場合は、

［関数の挿入］ダイアログボックスを表示し、

［関数の分類］［統計］にある[MAX関数]

を選択して［OK］ボタンをクリックします。



第8章 Excel関数の基礎

8-5 MAX関数・MIN関数

[関数の引数]ダイアログボックスで[数値１]

に範囲を指定します。

「MIN関数」も同様に［関数の引数］ダイア

ログボックスで、［数値１］に範囲を指定し

ます。
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